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PRESS RELEASE 

2019年12月19日 

＜報道関係者各位＞ 

株式会社ジェーシービー 

 

・キャッシュレス決済の利用頻度が増える背景には“利便性”と“利得性”と“安心感” 

利用頻度が増えた層は「少額でも気にせず使える」「ポイントがよく貯まる」「周囲に使う人が増えた」を実感 

・キャッシュレス決済新規利用層の大半が、キャッシュレス決済のメリットを実感！ 

「もっと早く使っておけばよかった」新規利用層の71.9%、男性では81.1%が実感 

・キャッシュレス・消費者還元事業で利用しているキャッシュレス決済 

新規利用層と継続利用層のどちらも1位は「クレジットカード決済」！ 

株式会社ジェーシービー（本社：東京都港区、代表取締役会長兼執行役員社長：浜川 一郎、以下：ＪＣＢ）は、2019年12

月9日（月）から11日（水）の3日間、キャッシュレス・消費者還元事業の対象店舗でキャッシュレス決済を利用したことがある

全国の20歳～69歳の男女1,000名を対象に「キャッシュレス・消費者還元事業に関する調査 2019」をインターネットで実施 

しました。（調査協力会社：ネットエイジア株式会社） 

＜調査結果の概要＞ 

・キャッシュレス決済の利用頻度が増える背景には“利便性”と“利得性”と“安心感” 

利用頻度が増えた層は「少額でも気にせず使える」「ポイントがよく貯まる」「周囲に使う人が増えた」を実感 

全回答者（1,000 名）に、キャッシュレス決済をしていて感じることを聞いたところ、「キャッシュレス決済対応のお店が増え

た」（54.5%）が最も高く、次いで、「少額でも気にせず使える」（40.4%）、「ポイントがよく貯まる」（36.4%）、「会計がスピーディ

ー」（29.6%）、「周囲に使う人が増えた」（28.7%）となりました。対応店舗が増え、買い物やサービスの利用時にキャッシュレス

決済を利用できる機会が増えたと感じている人が多いようです。 

 キャッシュレス決済の継続利用層について、キャッシュレス決済の利用頻度が増えた層と、利用頻度は変わらない・減っ

た層を分けてみると、「少額でも気にせず使える」（増えた層 51.5%、変わらない・減った層28.1%）、「ポイントがよく貯まる」（増

えた層 44.2%、変わらない・減った層 25.7%）、「周囲に使う人が増えた」（増えた層 35.6%、変わらない・減った層 16.4%）では、

頻度が増えた層のほうが 15 ポイント以上高くなりました。少額から使える利便性や、ポイントが貯まる利得性、利用者増加

による安心感から、キャッシュレス決済の利用頻度が増えた人が多いのでないでしょうか。 

・キャッシュレス決済新規利用層の大半が、キャッシュレス決済のメリットを実感！ 

「もっと早く使っておけばよかった」新規利用層の 71.9%、男性では 81.1%が実感 

キャッシュレス決済の新規利用層（135 名）に、キャッシュレス決済に対する考えについて質問しました。 

≪キャッシュレス決済を、もっと早く使っておけばよかった≫と思うか聞いたところ、『そう思う（計）』は 71.9%となりました。 

男女別にみると、『そう思う（計）』と回答した人の割合は、男性 81.1%、女性 65.9%で、男性のほうが 15.2 ポイント高くなりま

した。 

・キャッシュレス・消費者還元事業で利用しているキャッシュレス決済 

新規利用層と継続利用層のどちらも 1 位は「クレジットカード決済」 

全回答者（1,000 名）に、キャッシュレス・消費者還元事業で利用しているキャッシュレス決済を聞いたところ、「クレジットカ

ード決済」（79.4%）が最も高く、次いで、「電子マネー決済」（52.5%）、「QR コード決済・バーコード決済」（46.7%）となりました。

消費者還元を受けるためのキャッシュレス決済方法として、クレジットカードが多くの人に支持されているようです。 

新規利用層（135 名）と継続利用層（865 名）を分けてみると、新規利用層では「クレジットカード決済」（63.0%）が最も高く、

次いで、「QR コード決済・バーコード決済」（60.0%）となり、継続利用層では「クレジットカード決済」（82.0%）が最も高く、次い

で、「電子マネー決済」（55.7%）となりました。最近ではスマートフォンの普及などにより QR コード決済に注目が集まっている

ものの、新規利用層と継続利用層のどちらにおいても、クレジットカード決済でキャッシュレス・消費者還元を利用している

人が多いことがわかりました。 

 

 

■■報道関係の皆様へ■■ 

本プレスリリース内容の転載にあたりましては、「ＪＣＢ調べ」と付記のうえ、ご使用いただきますようお願い申しあげます。 

＜本件に関する報道関係者からのお問合せ先＞ 

株式会社ジェーシービー 広報部 広報グループ TEL：０３-５７７８-８３５３ 

 

JCB、「キャッシュレス・消費者還元事業に関する調査 2019」を発表 
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キャッシュレス決済の利用について 

≫ キャッシュレス・消費者還元事業を利用した人の 13.5%がキャッシュレス決済新規利用層 

≫ キャッシュレス決済新規利用層の利用率 1 位「クレジットカード決済」 2 位「QR コード決済・バーコード決済」 

 

2019年 10月 1日の消費税増税と同時に、対象店舗でキャッシュレス決済を行うと決済額の 5%（または 2%）が還元さ

れる“キャッシュレス・消費者還元事業”が始まりました。消費者への還元方法には、後日ポイントやキャッシュバックと

して還元される方法と、支払い時に即時還元（実質値引き）という形で還元される方法の 2 つがありますが、利用実態

はどのようになっているのでしょうか。そこで、キャッシュレス決済の利用実態について質問しました。 

 

キャッシュレス・消費者還元事業の対象店舗でキャッシュレス決済を利用したことがある全国の 20 歳～69 歳の男女

1,000 名（全回答者）に、2019 年 10 月より前にキャッシュレス決済を利用していたか聞いたところ、「2019 年 10 月より

前は利用していなかった（以下“新規利用層”）」は 13.5%、「2019 年 10 月より前から利用していた（以下“継続利用

層”）」は 86.5%となりました。 

新規利用層の割合を性年代別にみると、20 代女性（29.0%）が最も高く、50 代男性（6.0%）が最も低くなりました。 
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20代女性【n=100】

30代女性【n=100】

40代女性【n=100】

50代女性【n=100】

60代女性【n=100】

2019年10月より前は利用していなかった
2019年10月より前から利用していた

■2019年10月より前のキャッシュレス決済の利用状況 ［単一回答形式］

性
年
代
別

 
 

キャッシュレス決済の新規利用層（135 名）に、現在使っているキャッシュレス決済を聞いたところ、「クレジットカード

決済」（72.6%）が最も高く、次いで、「QR コード決済・バーコード決済」（62.2%）、「電子マネー決済」（41.5%）となりました。

“クレジットカードでキャッシュレス決済デビュー”という人が多いようです。 
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■現在使っているキャッシュレス決済 ［複数回答形式］ 対象：キャッシュレス決済の新規利用層

クレジット
カード決済

QRコード
決済・
バーコード
決済

電子マネー
決済

プリペイド
カード決済

キャリア決済 デビットカード
決済

モバイル
ウォレット

（おサイフケータイ）

決済

その他

 

アンケート総括 
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≫ キャッシュレス・消費者還元事業で利用しているキャッシュレス決済 

新規利用層と継続利用層のどちらも 1 位は「クレジットカード決済」 

 

キャッシュレス・消費者還元事業で消費者還元を受けるために、どのような決済方法を利用している人が多いのでし

ょうか。 

全回答者（1,000 名）に、キャッシュレス・消費者還元事業で利用しているキャッシュレス決済を聞いたところ、「クレジ

ットカード決済」（79.4%）が最も高く、次いで、「電子マネー決済」（52.5%）、「QR コード決済・バーコード決済」（46.7%）とな

りました。還元を受けるためのキャッシュレス決済方法として、クレジットカードが多くの人に支持されているようです。 

新規利用層（135 名）と継続利用層（865 名）を分けてみると、新規利用層では「クレジットカード決済」（63.0%）が最も

高く、次いで、「QR コード決済・バーコード決済」（60.0%）となり、継続利用層では「クレジットカード決済」（82.0%）が最も

高く、次いで、「電子マネー決済」（55.7%）となりました。最近ではスマートフォンの普及などにより QR コード決済に注目

が集まっているものの、新規利用層と継続利用層のどちらにおいても、クレジットカード決済で還元を受けている人が

多いことがわかりました。 
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■キャッシュレス・消費者還元で利用しているキャッシュレス決済 ［複数回答形式］

クレジット
カード決済

電子マネー
決済

QRコード
決済・
バーコード
決済

プリペイド
カード決済

キャリア決済 モバイル
ウォレット

（おサイフケータイ）

決済

デビットカード
決済

その他
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≫ キャッシュレス決済新規利用層の大半が、キャッシュレス決済のメリットを実感！ 

「キャッシュレス決済は、使ってみると便利だった」新規利用層の 89.6% 

「もっと早く使っておけばよかった」新規利用層の 71.9%、男性では 81.1%が実感 

 

2019年10月以降にキャッシュレス決済を利用し始めた人は、キャッシュレス決済にどのような印象を持っているので

しょうか。 

キャッシュレス決済の新規利用層（135 名）に、キャッシュレス決済に対する考えについて質問しました。 

 

まず、≪キャッシュレス決済は、使ってみると便利だった≫と思うか聞いたところ、「非常にそう思う」は 32.6%、「やや

そう思う」は 57.0%で、合計した『そう思う（計）』は 89.6%となりました。新規利用層の大半が利便性を感じているというこ

とがわかりました。 

 

32.6 

32.1 

32.9 

57.0
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■キャッシュレス決済に関して、自身の気持ちにどの程度あてはまるか ［単一回答形式］

対象：キャッシュレス決済の新規利用層

≪キャッシュレス決済は、使ってみると便利だった≫

性
別

そう思う
（計）

そう
思わない
（計）

89.6 10.4

90.6 9.4

89.0 11.0

 
 

 

また、≪キャッシュレス決済を、もっと早く使っておけばよかった≫と思うか聞いたところ、『そう思う（計）』は 71.9%とな

りました。 

男女別にみると、『そう思う（計）』と回答した人の割合は、男性 81.1%、女性 65.9%で、男性のほうが 15.2 ポイント高く

なりました。 
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■キャッシュレス決済に関して、自身の気持ちにどの程度あてはまるか ［単一回答形式］

対象：キャッシュレス決済の新規利用層

≪キャッシュレス決済を、もっと早く使っておけばよかった≫

性
別

そう思う
（計）

そう
思わない
（計）

71.9 28.1

81.1 18.9

65.9 34.1

 



 
 

 5 

≫ キャッシュレス・消費者還元事業開始後のキャッシュレス決済利用頻度 20 代女性の 71.8%が「増えた」と回答 

 

2019 年 10 月にキャッシュレス・消費者還元事業が始まって以降、キャッシュレス決済の利用頻度はどのように変化

したのでしょうか。 

継続利用層（865 名）に、2019 年 10 月 1 日以降のキャッシュレス決済の頻度は、以前と比べてどのように変わった

か聞いたところ、「増えた」は 55.5%、「変わらない」は 44.4%、「減った」は 0.1%となりました。キャッシュレス・消費者還元

事業が始まったことでキャッシュレス決済をする機会が増えたという人が多いようです。 

性年代別にみると、キャッシュレス決済の利用頻度が増えたという人の割合は若い年代で高く、20代男性では 63.3%、

30代男性では 63.2%、20代女性では 71.8%、30代女性では 61.4%となり、特に、20代女性で高いことがわかりました。20

代女性は新規利用層の割合も他の性年代層より高く（P.2 参照）、20 代女性がキャッシュレス・消費者還元事業の影響

を最も強く受けているのではないでしょうか。 
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60代男性【n=88】
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■2019年10月1日以降のキャッシュレス決済の頻度は、以前と比べてどのように変わったか ［単一回答形式］

対象：継続利用層（2019年10月1日より前からキャッシュレス決済を利用している人）

性

年

代

別
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≫ キャッシュレス決済をしていて感じること 

1 位「キャッシュレス決済対応のお店が増えた」 2 位「少額でも気にせず使える」 3 位「ポイントがよく貯まる」 

≫ キャッシュレス決済の利用頻度が増える背景には“利便性”と“利得性”と“安心感” 

利用頻度が増えた層ほど「少額でも気にせず使える」「ポイントがよく貯まる」「周囲に使う人が増えた」を実感 

 

全回答者（1,000 名）に、キャッシュレス決済をしていて感じることを聞いたところ、「キャッシュレス決済対応のお店が

増えた」（54.5%）が最も高く、次いで、「少額でも気にせず使える」（40.4%）、「ポイントがよく貯まる」（36.4%）、「会計がスピ

ーディー」（29.6%）、「周囲に使う人が増えた」（28.7%）となりました。対応店舗が増え、買い物やサービスの利用時にキ

ャッシュレス決済を利用できる機会が増えたと感じている人が多いようです。 

性年代別にみると、「ポイントがよく貯まる」は 20 代男性（44.0%）、「少額でも気にせず使える」は 50 代女性（61.0%）と

60代女性（59.0%）が、他の層と比べて高くなりました。ポイントが貯まることの利得性を感じているのは若年層の男性に

多いようです。また、金額の多寡を気にする必要なくキャッシュレス決済をすることができると感じている人は 50 代や

60 代の女性に多く、気兼ねなくキャッシュレス決済を利用できる環境が徐々に整備されていると感じていることがうか

がえる結果となりました。 
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■キャッシュレス決済をしていて感じること ［複数回答形式］

ｎ数

キャッシュ
レス決済
対応の
お店が
増えた

少額でも
気にせず
使える

ポイントが
よく貯まる

会計がス
ピーディー

周囲に
使う人が
増えた

現金払い
より安く
買える

キャンペー
ンがお得

お金の
管理が
しやすい

店員さん
が楽そう

その他 特になし

全体 1000 54.5 40.4 36.4 29.6 28.7 27.4 19.0 8.4 7.2 0.9 12.0

20代男性 100 58.0 32.0 44.0 24.0 30.0 31.0 18.0 16.0 11.0 - 16.0

30代男性 100 57.0 37.0 41.0 30.0 30.0 30.0 19.0 7.0 11.0 1.0 8.0

40代男性 100 53.0 37.0 36.0 22.0 18.0 20.0 14.0 4.0 6.0 1.0 19.0

50代男性 100 48.0 36.0 26.0 29.0 33.0 26.0 13.0 10.0 4.0 - 16.0

60代男性 100 45.0 40.0 28.0 29.0 27.0 24.0 15.0 7.0 9.0 1.0 18.0

20代女性 100 65.0 32.0 37.0 30.0 41.0 28.0 23.0 7.0 7.0 - 6.0

30代女性 100 64.0 33.0 41.0 26.0 29.0 25.0 24.0 7.0 6.0 1.0 4.0

40代女性 100 52.0 37.0 41.0 36.0 29.0 24.0 18.0 8.0 7.0 2.0 9.0

50代女性 100 56.0 61.0 34.0 34.0 24.0 33.0 26.0 9.0 8.0 - 12.0

60代女性 100 47.0 59.0 36.0 36.0 26.0 33.0 20.0 9.0 3.0 3.0 12.0

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）

性
年
代
別
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キャッシュレス決済の継続利用層について、キャッシュレス決済の利用頻度が増えた層と、利用頻度は変わらない・

減った層を分けてみると、「少額でも気にせず使える」（増えた層 51.5%、変わらない・減った層 28.1%）、「ポイントがよく

貯まる」（増えた層 44.2%、変わらない・減った層 25.7%）、「周囲に使う人が増えた」（増えた層 35.6%、変わらない・減った

層 16.4%）では、頻度が増えた層のほうが 15 ポイント以上高くなりました。少額から使える利便性や、ポイントが貯まる

利得性、利用者増加による安心感から、キャッシュレス決済の利用頻度が増えた人が多いのではないでしょうか。 

また、「現金払いより安く買える」（増えた層 32.3%、変わらない・減った層 19.7%）、「キャンペーンがお得」（増えた層

23.8%、変わらない・減った層 13.2%）では、頻度が増えた層のほうが 10 ポイント以上高くなりました。“お得感”がキャッ

シュレス決済の利用を後押ししているようです。 
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全体【n=1000】

継続利用層で、決済頻度が増えた人【n=480】

継続利用層で、決済頻度は変わらない、または減った人【n=385】

■キャッシュレス決済をしていて感じること ［複数回答形式］

キャッシュ
レス決済
対応の
お店が
増えた

少額でも
気にせず
使える

ポイントが
よく貯まる

会計が
スピー
ディー

周囲に
使う人が
増えた

現金払い
より

安く買える

キャン
ペーンが
お得

お金の
管理が
しやすい

店員さんが
楽そう

その他 特になし
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≫ 複数のキャッシュレス決済を使い分け 30 代の 69.0%が「お店によって使い分け」 

 

キャッシュレス決済には、クレジットカード決済、電子マネー決済、QR コード・バーコード決済など、多くの種類があり、

お店での支払いの仕方も、カードの提示、スマホアプリの利用など様々です。では、キャッシュレス決済を使い分けて

いる人はどのくらいいるのでしょうか。 

 

全回答者（1,000 名）に、キャッシュレス決済が使える店舗で、複数のキャッシュレス決済を使い分けることがあるか

聞きました。 

 

≪お店によって使い分けること≫については、「ある」は 65.4%、「ない」は 34.6%となりました。 

「ある」と回答した人の割合を年代別にみると、30 代（69.0%）が最も高くなりました。 

 

65.4 

64.0 

69.0 

68.0 

64.5 

61.5 

34.6

36.0

31.0

32.0

35.5

38.5

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

20代【n=200】

30代【n=200】

40代【n=200】

50代【n=200】

60代【n=200】

ある ない

■以下のように複数のキャッシュレス決済を使い分けることはあるか ［単一回答形式］

年
代
別

≪（キャッシュレスが使える店舗でも）お店によって使い分けること≫

 
 

 

また、≪金額によって使い分けること≫については、「ある」は 51.6%、「ない」は 48.4%となりました。 

「ある」と回答した人の割合を年代別にみると、こちらも 30 代（58.0%）が最も高くなりました。 

30 代には、お店や支払い金額に応じて、複数のキャッシュレス決済を使い分けている人が多いようです。 

 

51.6 

53.5 

58.0 

52.5 

47.0 

47.0 

48.4

46.5

42.0

47.5

53.0

53.0

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

20代【n=200】

30代【n=200】

40代【n=200】

50代【n=200】

60代【n=200】

ある ない

■以下のように複数のキャッシュレス決済を使い分けることはあるか ［単一回答形式］

年
代
別

≪（キャッシュレスが使える店舗でも）金額によって使い分けること≫
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では、複数のキャッシュレス決済を、お店と金額の両方で使い分けている人はどのくらいいるのでしょうか。 

 

複数のキャッシュレス決済の使い分け状況をみると、≪お店によって使い分けること≫と≪金額によって使い分ける

こと≫のどちらも行っている人は 46.8%でした。 

性年代別にみると、20 代男性（50.0%）や 30 代男性（51.0%）、40 代男性（52.0%）、30 代女性（53.0%）では半数以上とな

りました。男性では若い世代のほうがキャッシュレス決済の使い分けに積極的なようです。 

また、キャッシュレス決済の利用開始時期別にみると、新規利用層では 53.3%と、継続利用層（45.8%）と比べて 7.5 ポ

イント高くなりました。 

 

46.8 

50.0 

51.0 

52.0 

42.0 

40.0 

48.0 

53.0 

45.0 

44.0 

43.0 

53.3 

45.8 

0% 25% 50% 75%

全体【n=1000】

20代男性【n=100】

30代男性【n=100】

40代男性【n=100】

50代男性【n=100】

60代男性【n=100】

20代女性【n=100】

30代女性【n=100】

40代女性【n=100】

50代女性【n=100】

60代女性【n=100】

新規利用層【n=135】

継続利用層【n=865】

■複数のキャッシュレス決済の使い分けについて、

≪お店によって使い分けること≫と≪金額によって使い分けること≫のどちらもある人の割合

※どちらも「ある」と回答した人の割合を表示

開始

時期別

性年代

別
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キャッシュレス・消費者還元事業開始後の消費行動 

≫ キャッシュレス・消費者還元事業が始まって利用頻度が増えたお店 

1 位「コンビニエンスストア」 2 位「スーパー」 3 位「ドラッグストア・薬局」 

 

全回答者（1,000 名）に、キャッシュレス・消費者還元事業が始まって利用頻度が増えたお店を聞いたところ、「コンビ

ニエンスストア」（48.7%）が最も高く、次いで、「スーパー」（36.4%）、「ドラッグストア・薬局」（21.7%）、「飲食店」（20.2%）、

「ネットショップ・オンラインショップ」（14.7%）となりました。大手コンビニエンスストアでは、店頭でのキャッシュレス決済

時に、決済金額の 2%分が即時値引きされます。そのためか、コンビニエンスストアの利用頻度が増えたという人が多

いようです。 

年代別にみると、20 代では「コンビニエンスストア」（63.0%）や「スーパー」（43.0%）、30 代では「ドラッグストア・薬局」

（28.5%）が、他の年代と比べて高くなりました。 

 

48.7 

36.4 

21.7 20.2 
14.7 

11.1 9.4 7.0 6.6 5.1 

0%

25%

50%

75%

全体【n=1000】

■キャッシュレス・消費者還元事業が始まる前より、利用頻度が増えたお店 ［複数回答形式］ ※上位10位までを抜粋

ｎ数

コンビニ
エンス
ストア

スーパー ドラッグ
ストア・
薬局

飲食店 ネット
ショップ・
オン
ライン
ショップ

ガソリン
スタンド

家電
量販店

本屋・
書店

衣料品店 美容院・
理容室

全体 1000 48.7 36.4 21.7 20.2 14.7 11.1 9.4 7.0 6.6 5.1

20代 200 63.0 43.0 18.5 24.0 16.0 11.0 7.5 10.0 7.0 8.0

30代 200 51.0 37.0 28.5 21.0 15.5 15.5 13.0 5.0 4.0 5.0

40代 200 51.5 33.0 22.5 18.5 15.5 10.0 7.5 6.0 9.5 4.5

50代 200 41.0 37.0 22.0 20.5 14.0 10.5 12.0 8.0 8.0 6.0

60代 200 37.0 32.0 17.0 17.0 12.5 8.5 7.0 6.0 4.5 2.0

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）

年
代
別
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≫ 消費者還元の消費促進効果は若年層で顕著 20 代の 34.0%が「買おうか悩んでいたものを購入した」と回答 

 

キャッシュレス・消費者還元事業は、消費行動にどのような影響を与えたのでしょうか。 

全回答者（1,000 名）に、キャッシュレス・消費者還元事業によってポイントが還元されることを考慮して行ったことに

ついて質問しました。 

 

まず、≪買おうかどうか悩んでいたものを購入した≫では、「行った」が 23.0%、「行っていない」は 77.0%となりました。 

「行った」と回答した人の割合を年代別にみると、若い年代ほど高い傾向がみられ、20 代では 34.0%でした。 

 

23.0 

34.0 

24.5 

19.5 

21.0 

16.0 

77.0

66.0

75.5

80.5

79.0

84.0

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

20代【n=200】

30代【n=200】

40代【n=200】

50代【n=200】

60代【n=200】

行った 行っていない

■キャッシュレス・消費者還元によってポイントが還元されることを考慮し、以下のことを行ったか ［単一回答形式］

年
代
別

≪買おうかどうか悩んでいたものを購入した≫

 
 

 

≪商品・サービスのグレードを上げて購入した≫では、「行った」が 13.4%、「行っていない」は 86.6%となりました。 

「行った」と回答した人の割合を年代別にみると、こちらも 20 代（24.5%）が最も高くなりました。購入の後押しや、ワン

ランク上の商品・サービスの選択など、消費者還元が消費を促進したケースは 20 代に多いことがわかりました。 

 

13.4 

24.5 

13.5 

13.0 

8.5 

7.5 

86.6

75.5

86.5

87.0

91.5

92.5

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

20代【n=200】

30代【n=200】

40代【n=200】

50代【n=200】

60代【n=200】

行った 行っていない

年
代
別

≪商品・サービスのグレードを上げて購入した≫

■キャッシュレス・消費者還元によってポイントが還元されることを考慮し、以下のことを行ったか ［単一回答形式］
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また、≪商品の購入数・サービスの利用回数を増やした≫では、「行った」が 25.4%、「行っていない」は 74.6%となりま

した。 

「行った」と回答した人の割合を年代別にみると、20 代（36.0%）が最も高くなりました。 

 

25.4 

36.0 

27.0 

24.5 

23.5 

16.0 

74.6

64.0

73.0

75.5

76.5

84.0
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20代【n=200】

30代【n=200】
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50代【n=200】

60代【n=200】

行った 行っていない

年
代
別

≪商品の購入数・サービスの利用回数を増やした≫

■キャッシュレス・消費者還元によってポイントが還元されることを考慮し、以下のことを行ったか ［単一回答形式］

 
 

 

≪別のものも一緒に購入した≫では、「行った」が 26.5%、「行っていない」は 73.5%となりました。 

「行った」と回答した人の割合を年代別にみると、20 代（35.5%）が最も高くなりました。ポイントが還元されることを考

慮し、商品・サービスに対する消費の量・頻度を増やしたり、“ついで買い”や“合わせ買い”をしたりしている人は、若年

層に多いようです。近年、若年層の消費の落ち込みが懸念されていますが、今回のキャッシュレス・消費者還元事業

が、キャッシュレス決済でポイントがお得に還元される仕組みを知った若年層の消費喚起の一助となるのではないでし

ょうか。 
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22.5 
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70.0
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82.0
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行った 行っていない

年
代
別

≪別のものも一緒に購入した≫

■キャッシュレス・消費者還元によってポイントが還元されることを考慮し、以下のことを行ったか ［単一回答形式］
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≫ 新規利用層の 77.0%が「キャッシュレス・消費者還元事業終了後もキャッシュレス決済を利用する」と回答 

 

キャッシュレス・消費者還元事業は、2020年 6月末をもって終了する予定となっていますが、その後のキャッシュレス

決済利用意向は、どのようになっているのでしょうか。 

 

全回答者（1,000名）に、キャッシュレス・消費者還元事業が終了した後もキャッシュレス決済を利用するか聞いたとこ

ろ、『利用すると思う（計）』（「利用すると思う」と「どちらかといえば利用すると思う」の合計）は 89.2%となりました。大多

数が、キャッシュレス・消費者還元事業終了後も、キャッシュレス決済を利用し続けたいと考えていることがわかりまし

た。 

新規利用層（135名）についてみると、「利用すると思う」は 31.9%、「どちらかといえば利用すると思う」は 45.2%で、『利

用すると思う（計）』は 77.0%でした。キャッシュレス決済の利便性や利得性などを実感できたという人が多いのではない

でしょうか。 

 

55.3 

31.9 

59.0 

33.9

45.2

32.1

8.2

17.0

6.8

2.6

5.9

2.1

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=1000】

新規利用層【n=135】

継続利用層【n=865】

利用すると思う

どちらかといえば利用すると思う

どちらかといえば利用しなくなると思う

利用しなくなると思う

■キャッシュレス・消費者還元事業が終了した後もキャッシュレス決済を利用すると思うか

［単一回答形式］ 利用すると
思う
（計）

利用しなく
なると思う
（計）

89.2 10.8

77.0 23.0

91.1 8.9
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注：本ニュースレターの百分率表示は小数点第 2 位で四捨五入の丸め計算を行っているため、単一回答形式の質問の場合、 

内訳の計と合計が一致しない場合や、全ての内訳を合計しても 100%とならない場合がございます。 

 

■■調査概要■■ 

 

≪調査タイトル≫ キャッシュレス・消費者還元事業に関する調査 2019 

≪調査地域≫ 全国 

≪調査対象≫ ネットエイジアリサーチのモバイルモニター会員を母集団とする 

キャッシュレス・消費者還元事業の対象店舗でキャッシュレス決済を利用したことがある 

20 歳～69 歳の男女 

≪調査期間≫ 2019 年 12 月 9 日～12 月 11 日 

≪調査方法≫ インターネット調査 

≪有効回答数≫ 1,000 サンプル 

 

（内訳） 

男性 500 サンプル（20 代 100 サンプル/30 代 100 サンプル/40 代 100 サンプル/50 代 100 サンプル/60 代 100 サンプル） 

女性 500 サンプル（20 代 100 サンプル/30 代 100 サンプル/40 代 100 サンプル/50 代 100 サンプル/60 代 100 サンプル） 

 

 

≪実施機関≫ ネットエイジア株式会社 

 

 

 

■■報道関係の皆様へ■■ 

 

本ニュースレターの内容の転載にあたりましては、 

「ＪＣＢ調べ」と付記のうえ、ご使用いただきますようお願い申しあげます。 
 
 

 

■■本調査に関するお問合せ窓口■■ 

 

株式会社ジェーシービー 

広報部 広報グループ 髙宮 

TEL ：０３-５７７８-８３５３ 

MAIL   ：ayumi.takamiya@jcb.co.jp 

 

 

■■株式会社ジェーシービー 概要■■ 

 

名称 ：株式会社ジェーシービー（JCB Co., Ltd.） 

代表者名 ：代表取締役会長兼執行役員社長 浜川 一郎（はまかわ いちろう） 

所在地 ：東京都港区南青山 5-1-22 青山ライズスクエア 

事業内容 ：クレジットカード業務、クレジットカード業務に関する各種受託業務、融資業務、信用保証業務、 

 集金代行業務、前払式支払手段の発行ならびに販売業およびその代行業 

 
 

mailto:ayumi.takamiya@jcb.co.jp

